
職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

准教授 安田加代子 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

がん患者のレジリエンスを強化支援す
る看護モデルの開発に向けた基礎的研
究－レジリエンス尺度原案の作成

３３６

講 師 末次 典恵 科学研究費補助金 基盤研究 C フィジカルアセスメント実践能力強化
のための教材プログラムの開発

１，５６０

講 師 末次 典恵 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

模擬患者を活用した成人看護学教育
e-Learning教材の開発とその教育効果
に関する研究

３５０

成人・老年看護学講座

急性期看護学分野

著 書
１ 末次典恵他（高久史麿監修）：酸素療法，危篤・死亡時の看護，消化器疾患（特殊な治療と看護）．

看護学生とナースのためのベーシックナーシング D章基礎看護学 D‐５３‐５５，D‐９５‐９６，F章成人

看護学 F１３５‐１３７，メヂカルレビュー社．東京 ２０１０．

２ 安田加代子他（高久史麿監修）：循環器疾患 疾患の理解・治療と看護．看護学生とナースのため

のベーシックナーシング F章成人看護学 F５３‐５５，F５８‐７１，メヂカルレビュー社．東京 ２０１０．

学会発表
国内全国規模の学会

１ ＊川本利恵子，野口ゆかり，宮園真美，末次典恵：医療現場と教育との連携における e‐ラーニング

教材コンテンツの活用と取り組み．日本看護学教育学会第２０回学術集会．２０１０，７，３１‐８，１．

日本看護学教育学会誌，２０，１３１．

２ ＊長家智子，大池美也子，末次典恵，北原悦子，木原深雪，原田博子，丸山マサ美：「観察」に焦点

を当てた基礎看護技術教育の評価．日本看護学教育学会第２０回学術集会．２０１０，７，３１‐８，１．

日本看護学教育学会誌，２０，２７６．

３ ＊長家智子，大池美也子，末次典恵，北原悦子：大学作成基礎看護技術コンテンツ共有によるWBT

に対する臨床看護師の評価と活用可能性の検討．第３０回日本看護科学学会学術集会．２０１０，１２，３‐

４．第３０回日本看護科学学会学術集会講演集，４９２．

４ 末次典恵，北原悦子，大池美也子，長家智子：基礎看護学実習における看護学生のフィジカルアセ

スメント技術実施の現状．第３６回日本看護研究学会学術集会．２０１０，８，２１‐２２．日本看護学教育

学会誌，３３，３，２８０．

５ 安田加代子，古賀明美，赤木京子，松藤彩，吉田ひとみ，古賀鈴子，宮崎里子：成人看護実習で迷

いやすい看護診断の検討－「ガス交換障害」と「非効果的呼吸パターン」と「活動耐性低下」－．

第１６回日本看護診断学会学術大会．２０１０，６，５‐６．看護診断，１５，２，１２０‐１２１．

研究助成等



職名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

講 師 福岡看護 e

ラーニング
研究会

第７回日本 e-Learning大賞厚生労働大
臣賞

多病院・大学のアライアンスで看護分野の eラーニン
グを普及・発展 ～福岡看護 eラーニング研究会の活
動～

学術（学会）賞

慢性期看護分野

原著論文
１ 赤木京子，藤田君支，佐藤和子：人工股関節全置換術を受ける患者の在宅における生活状況と活動

量に関する研究．日本看護研究学会誌．３３（１），１２１‐１３１，２０１０．

２ ○河田康祐，多田芳史，末松梨絵，小西 舞，芥川加代，井上久子，小荒田秀一，長澤浩平，大田明

英，岩永 希：エタネルセプトで治療中の関節リウマチ患者に発症した顕微鏡的多発血管炎の一例．

九州リウマチ ３０：４９‐５３，２０１０．

３ ○Koarada S, Tada Y, Sohma Y, Haruta Y, Suematsu R, Mitamura M, Inoue H, Ehara H, Tokoro Y, Ohta A, Na-

gasawa K: Autoantibody-producing RP105-negative B cells.from patients with systemic lupus erythematosus,

showed more preferential expression of BCMA copmared with BAFF-R than normal subjects. Rheumatology

49: 662-670, 2010.

４ ○多田芳史，小荒田秀一，井上久子，末松梨絵，長澤浩平，大田明英：膠原病患者のレイノー症状と

血小板由来マイクロパーティクルに対する５‐HT２A受容体拮抗剤塩酸サルポグレラートの効果．

九州リウマチ ３０：８８‐９３，２０１０．

総 説
１ 大田明英：膠原病診療の実際 成人 Still病．臨床と研究．８７：１２１９‐１２２４，２０１０．

学会発表
国際規模の学会

１ ○Tada Y, Kondo S, Aoki S, Koarada S, Inoue H, Suematsu R, Ohta A, Nagasawa K: Interferon Regulatory

Factor-5 (IRF-5) is Critical for the Development of Lupus in MRL/lpr Mice. American College of Rheumatol-

ogy Annual Scientific Meeting. 2010. 11. 6-11 (Atlanta, USA). Arthritis Rheum, 2010; 62(Suppl): S182.

国内全国規模の学会

１ 赤木京子，藤田君支，古賀明美，松藤 彩：変形性膝関節症患者の生活体験－人工膝関節全置換術

を受ける患者の語りから－．第４回日本慢性看護学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．日本慢性看護

学会誌 第４回日本慢性看護学会学術集会プログラム・抄録集，Vol．４，No．１，A１０７．

２ ○副島幸子，末松梨絵，井上久子，小荒田秀一，多田芳史，大田明英，長澤浩平：膠原病診療におけ

るプロカルシトニン測定の臨床的有効性．第５４回日本リウマチ学会総会・学術集会，第１９回国際リ

ウマチシンポジウム．２０１０，４，２２‐２５．（神戸）．第５４回日本リウマチ学会総会・学術集会，第１９

回国際リウマチシンポジウム抄録集，５０２．

３ 藤田君支，古賀明美，赤木京子，松藤 彩：末期股関節炎患者の健康関連 QOL．第４回日本慢性

看護学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．日本慢性看護学会誌 第４回日本慢性看護学会学術集会プ

ログラム・抄録集，Vol．４，No．１，A８８．



４ ○小荒田秀一，多田芳史，副島幸子，末松梨絵，井上久子，大田明英，長澤浩平：SLE患者由来の

自己抗体産生 RP１０５陰性 B細胞は BCMAを高発現する．第５４回日本リウマチ学会総会・学術集会，

第１９回国際リウマチシンポジウム．２０１０，４，２２‐２５．（神戸）．第５４回日本リウマチ学会総会・学

術集会，第１９回国際リウマチシンポジウム抄録集，４５１．

５ 古賀明美，赤木京子，松藤 彩，藤田君支：糖尿病医療の現状と糖尿病療養指導士の活動の実態．

第４回日本慢性看護学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．日本慢性看護学会誌 第４回日本慢性看護

学会学術集会プログラム・抄録集，Vol．４，No．１，A７６．

６ 松藤 彩，藤田君支，古賀明美，赤木京子，佐藤和子：生活習慣病患者の身体活動量と病気に対す

る不確かさの関連．第４回日本慢性看護学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．日本慢性看護学会誌

第４回日本慢性看護学会学術集会プログラム・抄録集，Vol．４，No．１，A９３．

７ ＊松浦江美，大田明英：膠原病患者におけるストレス適応状態とセルフマネジメントの効果．第３０回

日本看護科学学会．２０１０，１２，３‐４．（札幌）．第３０回日本看護科学学会学術集会プログラム．

８ 大田明英，末松梨絵，松浦江美，高橋裕樹，藤井隆夫，堀内孝彦，蓑田清次，石ヶ坪良明，大田俊

行，武井修治，井上久子，小荒田秀一，多田芳史，長澤浩平：成人 Still病の経過と予後：多施設

調査の結果より．第５４回日本リウマチ学会総会・学術集会，第１９回国際リウマチシンポジウム．２０１０，

４，２２‐２５．（神戸）．第５４回日本リウマチ学会総会・学術集会，第１９回国際リウマチシンポジウム抄

録集，５８１．

９ ○末松梨絵，大田明英，松浦江美，高橋裕樹，藤井隆夫，堀内孝彦，蓑田清次，石ヶ坪良明，大田俊

行，武井修治，長澤浩平：成人 Still病の臨床像と治療の現状：多施設調査の結果より．第５４回日

本リウマチ学会総会・学術集会，第１９回国際リウマチシンポジウム．２０１０，４，２２‐２５．（神戸）．

第５４回日本リウマチ学会総会・学術集会，第１９回国際リウマチシンポジウム抄録集，５０４．

１０ ○多田芳史，近藤誠司，小荒田秀一，井上久子，末松梨絵，副島幸子，大田明英，長澤浩平：IRF５

はループスマウスの病態発現に重要な役割をはたす．第５４回日本リウマチ学会総会・学術集会，第

１９回国際リウマチシンポジウム．２０１０，４，２２‐２５．（神戸）．第５４回日本リウマチ学会総会・学術

集会，第１９回国際リウマチシンポジウム抄録集，５６５．

１１ 安田加代子，古賀明美，赤木京子，松藤 彩，吉田ひとみ，古賀鈴子，宮崎里子：成人看護実習で

迷いやすい看護診断の検討－「ガス交換障害」と「非効果的呼吸パターン」と「活動耐性低下」－．

第１６回日本看護診断学会学術大会．２０１０，６，５‐６．看護診断 第１６回日本看護診断学会学術大

会プログラム・抄録集，Vol．１５，No．２，１２０‐１２１．

１２ ＊吉岡めぐみ，古賀明美，田中まゆこ，江口由美子，佐藤英俊：終末期がん患者のケア向上への課題

～大学病院一般病棟看護師のケアに対する困難感の実態調査～．第１５回緩和ケア医療学会学術大会．

２０１０，６，１８‐１９．第１５回緩和ケア医療学会学術大会抄録集，２２２．

地方規模の学会

１ ○安西慶三，和泉賢一，高木佑介，小島基靖，河田望美，古賀明美：佐賀県の糖尿病医療連携の現状

と展望．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．日本医療マ

ネジメント学会 第９回九州・山口連合大会プログラム・抄録集，１７１．

２ 古賀明美，安西慶三：佐賀県における糖尿病療養指導士の活動の実際と認識．日本医療マネジメン

ト学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．日本医療マネジメント学会 第９回九

州・山口連合大会プログラム・抄録集，１７２．



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 大田 明英 科学研究費補助金 基盤研究 C ２型糖尿病患者における血糖コント
ロールとストレス対処系の関連および
介入効果の検討．

１，６９０

教 授 大田 明英 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

基盤教育研究
実行経費
【教育】

看護実戦能力を高める演習・実習教育
に不可欠な設備・機器の整備（老朽化
した心電計の整備）

１，３６５

准教授 古賀 明美 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

佐賀県における糖尿病対策連携支援シ
ステムのモデルの構築

４８７

講 師 赤木 京子 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

人工関節患者の手術後の生活状況と活
動量に関する縦断研究

４４２

助 教 松藤 彩 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

慢性心不全患者の自己管理行動に関す
る研究

３３１

３ 古賀明美，布井清秀，安西慶三：糖尿病療養指導方法における研修会の教育効果．第４８回日本糖尿

病学会九州地方会．２０１０，１０，２９‐３０．第４８回日本糖尿病学会九州地方会プログラム・抄録集，１５６．

その他の学会

１ ○末松梨絵，松浦江美，大田明英，多田芳史，長澤浩平：成人スティル病に対する生物学的製剤投与

の多施設調査．成人スティル病（AOSD）研究会．２０１０，１０，１６．（東京）．成人スティル病（AOSD）

研究会プログラム．

２ ○多田芳史，大田明英，小荒田秀一，井上久子，末松梨絵，長澤浩平：膠原病におけるレイノー症状

と血小板由来マイクロパーティクルに対する塩酸サルポグレラートの効果．厚生労働省『強皮症に

おける病因解明と根治的治療法の開発』研究班２００９年度班会議・第１３回強皮症研究会議合同会議．

２０１０，１，１６．（東京）．厚生労働省『強皮症における病因解明と根治的治療法の開発』研究班２００９

年度班会議・第１３回強皮症研究会議合同会議プログラム集，１５‐１６．

研究助成等

老年看護分野

原著論文
１ 赤木京子，藤田君支，佐藤和子：人工股関節全置換術を受けた患者の在宅における生活状況と活動

量に関する研究．日本看護研究学会雑誌．３３，１，１２１‐１３１，２０１０．

学会発表
国内全国規模の学会

１ 赤木京子，藤田君支，古賀明美，松藤 彩：変形性膝関節症患者の生活体験―人工膝関節全置換術

を受ける患者の語りから―．第４回日本慢性看護学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．日本慢性看護

学会誌 第４回日本慢性看護学会学術集会プログラム・抄録集 ４，１，A１０７．

２ ＊江里口香，藤田君支：人工股関節全置換術後の悪心・嘔吐の実態と関連要因に関する調査．第３６回

日本看護研究学会学術集会．２０１０，８，２１‐２２．日本看護研究学会雑誌 ３３，３，１３９．



職名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

教 授 藤田 君支 科学研究費補助金 基盤研究� 人工股関節患者と人工膝関節患者の生
活行動量と多面的な QOLの長期評価

１，８２０

准教授 田渕 康子 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【看護】

手術を受ける患者の睡眠と QOLに関
する研究

５００

３ ＊久保田彩子，藤田君支：個人の生活の質評価法（SEIQOL）を用いた消化器がん患者に関する調査

研究．第３６回日本看護研究学会学術集会．２０１０，８，２１‐２２．日本看護研究学会雑誌 ３３，３，１２５．

４ ＊熊谷有記，前川厚子，国府浩子，田渕康子：訪問看護師による終末期在宅がん患者の予後予測項目

の適切性評価．第３０回日本看護科学学会学術集会．２０１０，１２，３‐４．第３０回日本看護科学学会学

術集会講演集，５０１．

５ ＊国府浩子，田渕康子：乳がん看護に携わる看護師が必要とする学習内容．第１８回日本乳がん学会学

術総会．２０１０，６，２４‐２５．第１８回日本乳がん学会学術総会抄録集，５０２．

６ 古賀明美，藤田君支，赤木京子，松藤 彩：糖尿病医療の現状と糖尿病療養指導士の活動の実態．

第４回日本慢性看護学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．日本慢性看護学会誌 第４回日本慢性看護

学会学術集会プログラム・抄録集，４，１，A７６．

７ 仙波洋子，藤田君支，田渕康子，島田とくよ：老年看護実習における学生が企画・実施するレクリ

エーションの評価．第１５回日本老年看護学会．２０１０，１１，６‐７．日本老年看護学会第１５回学術集

会抄録集，２９．

８ 田渕康子，藤田君支，仙波洋子，島田とくよ：老年看護実習において認知症高齢者との関わりに困

難を感じた学生の事例分析．第１５回日本老年看護学会．２０１０，１１，６‐７．日本老年看護学会第１５

回学術集会抄録集，１５１．

９ 藤田君支，古賀明美，赤木京子，松藤 彩：末期股関節炎患者の健康関連 QOL．第４回日本慢性

看護学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．日本慢性看護学会誌 第４回日本慢性看護学会学術集会プ

ログラム・抄録集，４，１，A８８．

１０ 松藤 彩，藤田君支，古賀明美，赤木京子，佐藤和子：生活習慣病患者の身体活動量と病気に対す

る不確かさの関連．第４回日本慢性看護学会学術集会．２０１０，６，２６‐２７．日本慢性看護学会誌

第４回日本慢性看護学会学術集会プログラム・抄録集，４，１，A９３．

地方規模の学会

１ 明時由理子，田渕康子，藤田君支：手術患者の睡眠・覚醒パターンと睡眠満足感に関する研究．第

１５回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会．２０１０，１１，２０．第１５回日本看護研究学会九州・

沖縄地方会学術集会抄録集，３３．

研究助成等


